









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































問。浄土に生れんには ろづの行ひを兼ぬべきか。答。本は爾るべけ 共、浅き人は唯一つ よくねんごろ してもありなん それぞよかるべき。野にかか 山にかかる。由なかるべし。さりとて偏 唯一つをのみ にはあ ず。 くこころ得
︶12
︵
。
　﹁
念
仏
を
む
ね
と
し
て
異
行
を
は
こ
れ
に
よ
せ
よ
と
な
り
。﹂
と
、
念
仏
を
行
の中心としつつも
、他の異なる行は念仏の補助となすべきことを説
い
て
い
る
。
ま
た
﹁
本
は
爾
る
べ
け
れ
共
、
浅
き
人
は
唯
一
つ
を
よ
く
ね
ん
ご
ろ
に
し
て
も
あ
り
な
ん
。﹂
と
、
本
来
な
ら
ば
万
行
を
修
す
る
べ
き
で
は
あ
る
が
、修行の浅い人は唯一つの行として念仏をするのも良いであろう
と
諭
し
て
い
る
。﹁
唯
一
つ
を
の
み
せ
よ
と
に
は
あ
ら
ず
。﹂
と
の
見
解
は
、
明
ら
か
に
法
然
と
は
相
違
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
第
二
十
願
を
﹁
順
彼
仏
願
故
﹂
七二
の
指
し
示
す
本
願
と
し
た
理
由
と
し
て
、
諸
行
併
修
が
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
確
か
に
珍
海
の
考
え
に
適
う
理
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
冒
頭
に
も
述
べ
た
が
、
違った観点から考察を加えてみたならば
、それ以外の理由が第二十
願
を
重
視
し
た
根
底
に
見
出
さ
れ
る
。
以
下
、
珍
海
が
考
え
る
下
輩
人
の
往
生
観
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
第
二
十
願
を
用
い
た
他
の
要
因
を
検
討
し
て
み
た
い
。
?
?
?????????????
　　
で
は
次
に
、
珍
海
は
往
生
者
で
あ
る
自
ら
の
機
根
を
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。﹃
菩
提
心
集
﹄
に
は
九
品
往
生
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
問
答
が
見
ら
れ
る
。
問。我等この世の人、九品往生の中には、いづれの品にか生れぬべき答。
下
品
上
生・
下
品
中
生
の
間
に
あ
る
べ
し。
其
故
は
四
重
を
犯
さ
ず、戒を持てらん者は、下品上生に生るべし。四重を犯すとも五逆をつくら は下品中生に生るべし。五逆の罪はおぼろけにては造れる人なければ、下品下生に降らん事は稀なるべし
︶13
︵
。
　
こ
の
よ
う
に
、
珍
海
は
自
ら
の
機
根
を
主
に
下
品
上
生
・
下
品
中
生
で
あ
る
と
判
じ
て
い
る
。
下
輩
人
の
極
楽
往
生
を
確
実
な
も
の
と
す
る
こ
と
こ
そ
、
珍
海
が
﹃
決
定
往
生
集
﹄
を
著
す
た
め
の
動
機
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。﹁
決
定往生﹂つまり西方極楽浄土への往生の確約が論述される
﹃決定往
生
集
﹄
で
は
あ
る
が
、
珍
海
は
そ
の
﹁
決
定
﹂
と
い
う
大
綱
を
証
明
す
る
た
め
に
、
教
文
・
道
理
・
信
心
の
三
事
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
中
、
信
心
に
よ
る
﹁
決
定
﹂
を
示
す
の
に
あ
た
り
、
次
の
よ
う
に
﹃
決
定
往
生
集
﹄
の
序
論
で
﹁
信
心
﹂
を
定
義
付
け
て
い
る
。
其
信
心
者
、
若
於
二如
レ上
文理
之
中
一、
心
生
二信
受
一即
名
二決
定
一。
以
二
決
定
一者
為
二信
相
一故
。
故
観
経
云
、
必
生
二浄
国
一、
心
得
二無
疑
一。
已
上
　
無
疑
即
信
。
決
定
称
也
。
又
由
レ信
故
必
得
二往
生
一。
故
経
説
言
、
若
能
深
信
無
二
孤︵ママ︶
疑
一者
、
必
得
レ往
二生
阿
弥
陀
仏
国
一。
　
鼓
音
声
経
　由
レ此
応
レ知
、
下
輩
之
人
雖
レ未
二一
向
専
精
信
受
一、
而
由
二暫
信
一亦
得
二往
生
一。
此
乃
信
心
決
定
義
也
︶14
︵
。
　﹁
信
心
﹂
と
は
上
述
し
た
教
文
と
道
理
の
中
に
お
い
て
、
心
に
信
受
す
る
こ
と
が
生
じ
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
﹁
決
定
﹂
と
名
づ
け
、﹁
決
定
﹂
が
﹁
信
﹂
の
相
で
あ
る
と
珍
海
は
述
べ
て
い
る
。﹁
無
疑
﹂
す
な
わ
ち
疑
い
な
き
こ
と
が
﹁
決
定
﹂
と
称
さ
れ
る
﹁
信
﹂
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
﹁
信
﹂
に
よ
っ
て
必
ず
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
論
じ
る
。
さ
ら
に
﹃
鼓
音
声
王
経
﹄
を
引
用
し
、
深
く
信じて疑いがなければ
、阿弥陀仏国に往生が可能であると強調して
い
る
。
そ
し
て
、
一
向
専
精
に
信
受
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
下
輩
の
人
で
あ
っ
て
も
﹁
暫
信
﹂
に
よ
っ
て
往
生
は
可
能
で
あ
り
、
こ
の
下
輩
の
人
の
﹁
暫
信
﹂
に
よ
る
往
生
こ
そ
が
﹁
信
心
決
定
義
﹂
で
あ
る
と
い
う
。
珍海の本願観についての一考察
七三
　
こ
の
場
合
の
﹁
暫
信
﹂
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
か
。﹃
決
定
往
生
集
﹄
の
第
二
正
果
決
定
に
お
い
て
、﹁
疑
心
﹂
を
持
つ
者
で
も
往
生
で
き
る
と
す
る
な
ら
、
何
故
に
﹁
信
心
﹂
に
よ
る
﹁
決
定
﹂
を
示
す
の
か
と
の
問
い
に
、
珍
海
は
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。
問。
若
疑
心
者
亦
得
二往
生
一、
何
故
三
種
決
定
之
中、
唯
取
二信
心
一為
二
決定
一耶。
答
。
信
是
決
定
義
故
、
約
レ信
明
二決
定
一。
応
レ知
、
此
人
雖
レ生
二疑
悔
一、
於
二暫
信
時
一定
業
已
成
。
故
経
説
言
二暫
信
暫
不
信
一也
。
良
以
此
人
有
レ
得
有
レ失
。
由
レ信
故
往
生
。
由
レ疑
故
在
レ胎
︶15
︵
。
　
こ
の
問
答
に
先
立
ち
、﹃
無
量
寿
経
﹄
の
胎
生
と
、﹃
平
等
覚
経
﹄
に
﹁
暫
信
暫不信﹂とある疑心を抱く中輩人の辺地往生の経文を引用し
、下輩
人
も
同
じ
で
あ
る
と
註
記
し
て
い
る
。﹁
信
心
﹂
の
定
義
で
﹁
下
輩
之
人
雖
レ未
二一
向
専
精
信
受
一、
而
由
二暫
信
一亦
得
二往
生
一。﹂
と
説
い
た
の
は
、
こ
こ
で
﹁
此
人
雖
レ生
二疑
悔
一、
於
二暫
信
時
一定
業
已
成
。
故
経
説
言
二暫
信
暫
不
信
一也
。﹂
と
示
さ
れ
る
よ
う
に
、﹃
平
等
覚
経
﹄
の
﹁
暫
信
﹂
に
よ
り
極
楽
往
生
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
﹁
良
以
此
人
有
レ
得
有
レ
失
。
由
レ
信
故
往
生
。
由
レ疑
故
在
レ胎
。﹂
と
い
う
よ
う
に
疑
心
が
あ
る
た
め
に
、﹃
無
量
寿
経
﹄、﹃
平
等
覚
経
﹄
説
示
の
辺
地
胎
生
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
、
続
け
て
珍
海
は
﹃
菩
薩
処
胎
経
﹄
の
懈
慢
国
︶16
︵
の
教
説
を
引
用
す
る
。
こ
の
懈
慢
国
の
問
題
は
、
懐
感
の
﹃
釈
浄
土
群
疑
論
︶17
︵
﹄
や
、
源
信
の
﹃
往
生
要
集
︶18
︵
﹄
で
も
論
じ
ら
れ
る
問
題
で
あ
る
が
、
久
安
二
年
︵
一
一
四
六
︶、
珍
海
が
五
十
五
歳
の
時
に
著
し
た
﹃
安
養
知
足
相
対
抄
﹄
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
第
四
問
答
に
、
以
下
の
よ
う
に
懈
慢
国
往
生
を
論
じ
る
箇
所
が
あ
る
。
問。
菩
薩
処
胎
経
云、
西
土
去
二此
閻
浮
提
一十
二
億
那
由
他、
有
二懈
慢
国
一。
其
土
快
楽
作
二
倡・
伎
楽
一。
前
後
発
レ
意、
欲
レ
生
二
阿
弥
陀
国
一
者、皆染
二著懈慢国土
一、不
レ能
三前進生
二阿弥陀国
一。億千万衆
時有
二一人
一生
二阿弥陀国
一
云
云。准
二此経説
一難
レ得
二往生
一耶。
答
。
群
疑
論
第
四
解
レ
此
云
、
只
由
三
此
経
有
二
斯
言
一
故
、
善
導
禅
師
勸
二
諸
衆
生
一、
専
二
修
西
方
浄
業
一、
廃
二
餘
一
切
諸
願
一、
唯
行
二
西
方
一
行
一
矣
。
雑
修
之
者
万
不
二
一
生
一。
専
修
之
人
千
無
二
一
失
一
云
云。
随
願
往
生
経
言
、
令
二
諸
衆
生
専
心
有
一
レ
在
。
諸
往
生
者
悉
随
二
彼
願
一。
故
知
、
離
︵
雑
カ
︶
行
墮
二
懈
慢
国
一、
専
二
其
蒙
︵
業
カ
︶
一
者
生
二
安
楽
刹
一。
又
報
浄
土
生
者
極
少
、
化
浄
土
中
生
者
不
レ
少
。
故
経
別
説
。
実
不
二相
違
一。
已上感師
記有二釈
也
︶19
︵
。
　﹃
菩
薩
処
胎
経
﹄
に
懈
慢
国
土
に
染
著
し
て
阿
弥
陀
国
に
往
生
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
説
か
れ
る
の
に
対
し
、
懐
感
撰
述
の
﹃
釈
浄
土
群
疑
論
﹄
で
引
用
さ
れ
る
善
導
の
﹁
専
修
西
方
﹂
の
説
を
引
き
、
さ
ら
に
﹃
随
願
往
生
経
﹄
の
﹁
令
二諸
衆
生
専
心
有
一
レ在
﹂
の
一
句
を
引
い
て
、
雑
修
の
者
は
執
心
牢
固
で
は
な
い
か
ら
懈
慢
国
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
り
、﹁
専
修
西
方
﹂
で
あ
れ
ば
安
楽
国
に
生
じ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
説
く
。
さ
ら
に
、
報
土
・
化
土
の
分
別
に
専
七四
修と雑修を会通させて珍海なりの解釈を発展させ
、安養化土をもっ
て
懈
慢
国
と
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。﹃
決
定
往
生
集
﹄
で
は
、﹃
菩
薩
処
胎
経
﹄
に
い
う
懈
慢
国
と
、
極
楽
の
辺
地
胎
生
を
同
じ
も
の
と
し
、﹃
菩
薩
処
胎
経
﹄
に
い
う
﹁
執
心
不
牢
固
者
﹂
と
、﹃
平
等
覚
経
﹄
に
説
か
れ
る
﹁
暫
信
暫
不
信
義
﹂
を
、
以
下
の
よ
う
に
会
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
応
レ知、
所
レ言
懈
慢
国
者、
即
是
極
楽
之
辺
地
也。
所
レ言
執
心
不
牢
固
者、即是暫信暫不信義。胎生之人、疑惑中悔即懈怠過。又疑惑之
人
応
レ
入
二
悪
道
一、
仏
既
即
引
レ
之。
懈
慢
之
輩
将
生
二
極
楽
一、
仏
何
捨
レ之。故知、懈慢即是胎宮故、順次生為
二決定
一也
︶20
︵
。
　
執
心
不
牢
固
で
あ
る
﹃
平
等
覚
経
﹄
に
説
か
れ
る
﹁
暫
信
暫
不
信
﹂
の
下
輩
人
が
、
順
次
生
、
す
な
わ
ち
来
世
に
お
け
る
往
生
が
決
定
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
珍
海
の
考
え
る
﹁
信
心
決
定
義
﹂
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
以
上
を
簡
単
に
図
示
し
、
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
・ 『平等覚経』　　
……
 暫信暫不信
 →
 疑惑の人
 →
 辺地胎生
（順次生）
・ 『菩薩処胎経』
　　　　　　　　　　　　
　
＝
　　
……
  
執心不牢固
 →
 
雑修の人
 →
 
懈慢国
（順後生）←珍海
は順次生とみなす
　
こ
の
よ
う
に
、
永
観
な
ど
が
順
後
生
と
し
た
懈
慢
国
へ
の
往
生
を
、
順
次
生
である辺地胎生と会通した珍海の意図は
、何処にあったのであろう
か
。
お
そ
ら
く
は
、
執
心
不
牢
固
で
專
心
に
念
仏
で
き
な
い
下
輩
人
の
凡
夫
が
、
﹁
暫
信
﹂
に
よ
っ
て
雑
修
の
人
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
往
生
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
論
証
し
た
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
項
で
は
、
そ
の
﹁
下
輩
人
の
暫
信
に
よ
る
順
次
往
生
﹂
と
﹃
無
量
寿
経
﹄
所
説
の
第
二
十
願
と
の
関
係
を
、
新
羅
浄
土
教
思
想
と
共
に
見
て
ゆ
き
た
い
。
?
?
?????????????
　　
冒
頭
に
述
べ
た
善
導
の
﹃
観
経
疏
﹄
中
の
﹁
順
彼
仏
願
故
﹂
の
一
節
が
指
し
示
す
本
願
を
、
第
十
八
願
で
は
な
く
第
二
十
願
と
し
た
理
由
を
、﹁
下
輩
人
の
暫信による順次往生﹂と珍海が明かす信心決定義を念頭に置きつつ検
討
し
て
み
た
い
。
珍
海
は
﹃
決
定
往
生
集
﹄
序
論
で
信
心
の
決
定
を
十
門
に
開
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
を
十
の
偈
頌
に
ま
と
め
、
端
的
に
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
中
、
第
四
種
子
決
定
と
第
五
修
因
決
定
は
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
四
種
子
決
定
　
往
生
浄
土
　
雖
レ
依
二
宿
善
一　
適
聞
二
弥
陀
一　
要
有
二
徳
本
一　
諸有願求
　
決定往生
五
修
因
決
定
　
三
昧
正
受
　
雖
レ
似
二
不
易
一　
係
想
必
成
　
況
口
称
レ
名
　
諸有願求
　
決定往
生
︶21
︵
珍海の本願観についての一考察
七五
　
こ
こ
で
、
珍
海
が
﹁
適
聞
二
弥
陀
一　
要
有
二
徳
本
一
﹂、﹁
係
想
必
成
﹂
と
示
す
部
分
は
、
ま
さ
し
く
第
二
十
願
を
意
識
し
て
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
﹁
況
口
称
レ
名
﹂
と
示
す
の
は
、
口
称
の
称
名
念
仏
よ
り
係
想
を
易
行
と
見
な
す
記
述
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
第
十
八
願
よ
り
も
二
十
願
を
易
行
の
願
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
、
ど
こ
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
端
緒
を
、
後
代
の
浄
土
教
研
究
の
論
書
よ
り
探
っ
て
み
た
い
。
　
鎌
倉
時
代
、
浄
土
宗
の
三
祖
・
良
忠
の
門
弟
で
あ
る
了
慧
は
﹃
無
量
寿
経
鈔
﹄
巻三において第二十願を釈 中
、次のように新羅浄土教者である法
位
・
玄
一
・
憬
興
の
説
示
に
言
及
し
て
い
る
。
法
位
云、
若
聞
称
讃
修
得、
廻
向
願
生
者、
皆
得
二往
生
一。
此
是
下
品。
憬
興
ト玄
一
ト同
ク云
フ
二下
品
ト
一。
興
又
云
、
若
諸
衆
生
起
レ願
念
レ仏
、
即
生
二
化
土
一。
故
智
光
云
、
聞
名
係
念
修
福
即
生
願
。
謂
、
聞
二
我
名
一
繫
二
念
我
国
一
積
二
諸
功
德
一、
即
生
二
我
国
一。
⋮︵
中
略
︶
⋮
此
中
義
寂・
御
廟・
真
源・
澄
憲
等
師、
意
少
雖
レ
殊、
倶
云
二
順
後
往
生
願
一。
位・
興・一等、同為
二称名順次之
願
︶22
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恵谷隆戒氏によれば新羅浄土教の系譜は二系統に大別されるとい
う
。
浄
影
寺
慧
遠
の
系
統
に
属
す
る
慈
蔵
・
元
暁
・
義
湘
・
義
寂
・
法
位
・
玄
一
と
、
玄
奘
・
慈
恩
の
系
統
に
属
す
る
円
測
・
憬
興
・
太
賢
・
遁
倫
な
ど
で
あ
る
︶23
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そ
の
新
羅
浄
土
教
者
の
中
で
、
法
位
は
﹃
無
量
寿
経
﹄
所
説
の
第
二
十
願
を
下
品
の
願
と
し
、
玄
一
・
憬
興
も
同
じ
考
え
で
あ
る
と
こ
こ
で
了
慧
は
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
法
位
・
玄
一
・
憬
興
は
こ
の
第
二
十
願
を
﹁
称
名
順
次
之
願
﹂、
す
な
わ
ち
順
次
生
の
願
と
し
て
捉
え
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
　
そ
れ
で
は
次
に
、
こ
の
説
示
の
基
と
な
っ
た
諸
師
の
説
を
確
認
す
る
。
ま
ず
は
じ
め
に
、﹃
安
養
集
﹄
巻
八
、四
十
八
願
釈
に
引
用
さ
れ
る
、
法
位
の
﹃
無
量
寿
経
義
疏
﹄
巻
上
に
お
け
る
説
を
見
て
ゆ
き
た
い
。
第
九
有
二
三
願
一。
願
二
往
生
一
者
皆
得
者、
於
レ
中
初
願。
願
二
十
念
成
一
者
皆
得
二往
生
一。
此
是
上
三
品
。
此
中
十
念
者
、
是
依
二十
法
一起
二十
念
一。
非
二
是
称
名
十
念
一。
言
除
二
五
逆
等
一
者、
上
三
品
中、
無
下
造
二
逆
罪
一
者
上。
若
准
二
勧
経
下
品
下
生
一
者、
有
二
五
逆
十
悪
人
一、
臨
終
具
二
足
十
念
一、
称
二
仏
名
一
亦
得
二
往
生
一。
⋮︵
中
略
︶
⋮
第
二
願、
但
令
三
発
心
修
福
願
二
往
生
一
者、
皆
得
二
往
生
一。
此
是
中
三
品。
第
三
願、
若
聞
名
称讃 徳廻向、願
レ生者 得
二往生
一。此 下三品
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こ
こ
で
示
さ
れ
る
﹁
第
九
有
二三
願
一﹂
と
は
、
四
十
八
願
の
全
体
を
義
に
約
して十三に大別したうちの九番目という意
味である
。そ 九番目の
三
願
の
中
、
法
位
は
最
初
の
願
で
あ
る
第
十
八
願
の
機
根
を
上
品
の
三
品
と
し
、
乃
至
十
念
の
十
念
は
﹃
弥
勒
所
問
経
﹄
に
よ
る
十
法
十
念
で
あ
り
、
称
名
の
十
念
で
は
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
第
十
九
願
を
中
品
の
三
品
と
し
、
第
二
十
願
を
﹁
若
聞
名
称
讃
修
徳
廻
向
、
願
レ生
者
皆
得
二往
生
一。
此
是
下
三
品
。﹂
と
述
べ
、
下
品
の
三
品
の
願
で
あ
る
と
法
位
は
設
定
す
る
の
で
あ
る
。
玄
一
は
、
こ
の
法
位
に
よ
る
九
品
の
三
願
に
対
す
る
配
当
を
、
以
下
の
よ
う
に
﹃
無
量
寿
経
記
﹄
七六
巻
上
に
お
い
て
、
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
い
る
。
第
九
三
願
中、
初
願
中
言
二乃
至
十
念
若
不
生
者
一、
法
位
云
是
依
二十
法
起
念
一
非
二
是
称
名
十
念
一、
此
之
上
三
品。
言
二
除
五
逆
等
一
者、
上
三
品
中
無
下
造
二
逆
罪
一
者
上
故。
若
観
経
下
品
下
生
者、
有
二
五
逆
十
悪
人
一
臨
終
具
足
十
念
称
二仏
名
一、
亦
得
二往
生
一。
第
二
願
者、
此
之
中
三
品。
第三願者、此之下三品
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了
慧
が
﹃
無
量
寿
経
鈔
﹄
に
お
い
て
、
法
位
と
玄
一
が
第
十
八
願
を
上
三
品
の
願
と
し
、
第
十
九
願
を
中
三
品
、
第
二
十
願
を
下
三
品
の
願
と
し
た
こ
と
が
、
以
上
の
よ
う
に
確
認
で
き
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
く
る
の
は
、
第
十
八
願
の
念
仏
を
、
法
位
・
玄
一
と
も
に
称
名
念
仏
で
は
な
い
と
論
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
珍
海
が
﹁
係
想
必
成
　
況
口
称
レ
名
﹂
と
表
現
す
る
の
と
は
相
容
れ
な
い
説
示
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
法
位
の
﹃
無
量
寿
経
義
疏
﹄
は
完
全
な
集
成
で
は
な
く
、
ま
た
、
玄
一
の
﹃
無
量
寿
経
記
﹄
も
下
巻
は
散
逸
し
た
ま
ま
で
あ
り
、
了
慧
が
第
二
十
願
を
﹁
称
名
順
次
之
願
﹂
と
す
る
典
拠
を
、
法
位
・
玄
一
の
著
述
に
お
い
て
は
今
の
と
こ
ろ
詳
ら
か
に
で
き
て
い
な
い
。
　
そ
れ
で
は
、
憬
興
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
憬
興
は
﹃
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
﹄
巻
中
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
法
位
・
玄
一
よ
り
詳
細
に
、
正
因
願
の
三
願
に
対
し
て
註
釈
を
施
し
て
い
る
。
経
曰、
設
我
得
仏
至
二不
取
正
覚
一者、
述
云
第
五
摂
衆
生
願
有
レ二。
初
之
四
願
摂
二
人
天
一
願。
後
之
九
願
摂
二
菩
薩
一
願。
初
又
有
レ
二。
初
摂
二
往
生
者
一
後
摂
二
所
生
報
一。
初
又
有
レ
三。
此
摂
二
上
品
一
願
也。
有
説
初
下
品
、
次
上
品
、
後
中
品
、
非
也
。
非
三唯
乱
二次
第
一、
亦
違
二観
経
不
一
レ
除
二五
逆
一故
、
然
彼
経
云
下作
二五
逆
罪
一得
上
レ生
二浄
土
一。
違
三此
願
云
二
唯
除
五
逆
誹
謗
正
法
一。
⋮︵
中
略
︶
⋮
有
説、
此
経
十
念
依
二十
法
一而
念。
非
二仏
名
一故、
即
弥
勒
所
問
十
念
是
也。
此
亦
不
レ然。
彼
経
十
念
即
非
二凡
夫
一。
必
非
三上
品
三
生
所
二能
修
一故
。
今
即
還
同
二観
経
十
念
一。
上
輩
亦
修
二
十
念
一。
理
無
レ
違
故。
欲
レ
顕
二
一
二
等
一、
言
二
乃
至
一
故。
傍論且止応
レ釈
二本文
一。
経曰
、
設
我
得
仏
至
二不
取
正覚
一者
、
述
云
此
次
摂
二中
品
一也
。
既
云
二
発菩提心
一故、即知、不発心聖雖
レ不
レ迎無
下違
二本願
一之失
上。
経
曰、
設
我
得
仏
至
二
不
取
正
覚
一
者、
述
云
此
後
摂
二
下
品
一
也。
有説
、
摂
論
雖
レ挙
二願
言
一、
意
亦
説
二念
仏
是
別
時
之
意
一。
有説
、
彼
不
下
以
二
念
仏
一
為
中
別
時
意
上。
往
生
論
云
二
念
仏
即
生
一
非
二
別
時
一
故。
往
生
論
及
摂
論
釈
皆
天
親
造、
理
必
応
レ
同。
不
レ
可
三
前
後
有
二
鉾
楯
一
故。
但
諸
衆
生
雖
レ
聞
二
浄
土
之
教
一、
誹
謗
不
信
自
沈
二
悪
道
一。
或
信
不
レ謗、
欲
愛
所
レ纒
不
二敢
起
一
レ願、
況
亦
修
行。
或
有
二衆
生
一聞
レ説
便
発
二誓
願
一欲
レ生
而
逢
二悪
友
一広
作
二諸
悪
一。
命
欲
レ終
時
不
レ遇
二善
友
一
不
レ
能
二
念
仏
一。
雖
レ
不
二
即
生
一
是
遠
生
因。
仏
歎
二
此
類
一
生
二
極
楽
土
一。
愚
人
将
謂
更
不
レ修
レ因
而
即
往
生
。
故
釈
論
云
二是
別
時
之
意
一。
二
倶不
レ然
。
若
願
、
若
念
、
皆
於
二浄
土
一是
遠
生
因
故
。
不
レ爾
即
違
二
密
意
説
言
一。
前
已
説
故。
若
諸
衆
生
起
レ願
念
レ仏、
即
生
二化
土
一故。
珍海の本願観についての一考察
七七
此文言
二繋念我国
一者、即往生之行也
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こ
こ
で
は
、
先
の
法
位
・
玄
一
と
同
じ
く
、
第
十
八
願
を
上
品
、
第
十
九
願
を
中
品
、
第
二
十
願
を
下
品
の
願
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
法
位
が
﹃
弥
勒
所
問
経
﹄
に
説
く
十
法
十
念
を
上
品
の
十
念
と
す
る
説
を
、﹁
彼
経
十
念
即
非
二凡
夫
一﹂
と
否
定
し
て
い
る
。﹁
今
即
還
同
二観
経
十
念
一﹂
と
述
べ
る
よ
う
に
、
観
経
所
説
の
称
名
の
十
念
を
も
っ
て
、
憬
興
は
上
品
の
十
念
と
す
る
の
で
あ
る
。
法
位
・
玄
一
と
は
違
い
、
珍
海
が
﹁
況
口
称
レ
名
﹂
と
表
現
す
る
こ
と
と
符
合
す
る
。
ま
た
、
先
の
了
慧
の
﹃
無
量
寿
経
鈔
﹄
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
下品の第二十願を順次往生の願とする記述も見られる
。別時意説の
主
張
を
退
け
、﹁
若
諸
衆
生
起
レ
願
念
レ
仏
、
即
生
二
化
土
一
故
、
此
文
言
二
繋
念
我
国
一者
、
即
往
生
之
行
也
。﹂
と
、
も
し
衆
生
が
願
を
起
こ
し
て
仏
を
念
じ
た
な
ら
ば
、
化
土
に
生
じ
る
。
そ
れ
故
、
こ
の
第
二
十
願
で
﹁
繋
念
我
国
﹂
と
言
う
の
は
往
生
の
行
で
あ
り
、
願
行
が
具
足
す
る
か
ら
別
時
意
で
は
な
く
、
化
土
に
お
け
る
順
次
往
生
の
願
と
見
な
し
て
る
こ
と
が
理
解
で
き
よ
う
。
　
お
そ
ら
く
、
こ
の
憬
興
の
正
因
願
に
対
す
る
三
輩
九
品
の
配
当
順
に
従
い
、
珍
海
は
第
二
十
願
を
下
輩
人
の
往
生
願
と
見
な
し
、
こ
れ
を
基
に
し
て
﹁
下
輩
人
の
暫
信
に
よ
る
順
次
往
生
﹂
の
説
を
打
ち
立
て
た
と
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、﹃
決
定
往
生
集
﹄
第
八
弘
誓
決
定
に
お
い
て
第
十
八
願
を
引
き
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
他
力
に
よ
る
救
済
を
説
き
つ
つ
も
、﹃
観
経
疏
﹄
散
善
義
﹁
就
行
立
信
釈
﹂
中
の
﹁
順
彼
仏
願
故
﹂
の
本
願
に
、﹁
聞
我
名
号
係
念
我
国
﹂
の
第
二
十
願
を
該
当
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
　
じ
つ
は
、
珍
海
が
﹁
係
想
必
成
　
況
口
称
レ
名
﹂
と
示
す
口
称
の
称
名
念
仏
よ
り
係
想
を
易
行
と
見
な
す
考
え
は
、
永
観
の
﹃
往
生
拾
因
﹄
の
中
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
珍
海
が
﹁
正
中
之
正
也
﹂
と
し
つ
つ
も
、
あ
く
ま
で
も
正
業
中
の
﹁
正
定
業
﹂、
す
な
わ
ち
正
し
い
三
昧
の
行
業
と
し
て
捉
え
て
い
る
﹁
係
念﹂が
、高度な観法を要求する三昧行法では論が成り立たなくなっ
て
し
ま
う
。
臨
終
の
十
念
に
関
し
て
、
永
観
は
﹃
往
生
拾
因
﹄
の
第
十
因
﹁
随
順
本
願
﹂
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
若
不
能
二観
念
一者
、
更
相
開
曉
、為
称
二南
無
阿
弥
陀
仏
無
阿
弥
陀
仏
一、
声
声
相
次
使
レ
成
二
十
念
一。
若
不
堪
二
称
名
一
者、
只
作
二
往
生
之
思
一。
心
是
作
業
之
主、
受
生
之
本
也。
心
王
若
西
逝、
業
從
亦
随
レ
之。
如
二
雲
随
一
レ
龍、
如
二
民
順
一
レ
王。
故
安
楽
集
引
二
法
鼓
経
一
云、
若
人
臨
終
時
不
レ能
二観
念
一、
但
知
二彼
方
有
一
レ仏
作
二往
生
意
一亦
得
二往
生
一。
　
已
上
　
故知、臨終永息
二衆事
一、唯一心作
二往生之
想
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臨
終
に
際
し
て
称
名
念
仏
を
す
る
こ
と
さ
え
も
適
わ
な
い
者
に
は
、
た
だ
往
生
の
思
い
を
な
せ
と
、
こ
こ
で
永
観
は
促
し
て
い
る
。
そ
し
て
、﹃
法
鼓
経
﹄
を
取
意
引
用
す
る
道
綽
の
﹃
安
楽
集
﹄
を
も
っ
て
、﹁
作
二往
生
之
思
一﹂
の
説
を
補
強
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
﹃
安
楽
集
﹄
の
﹃
法
鼓
経
﹄
の
引
用
は
、
珍
海
も
﹃
決
定
往
生
集
﹄
第
五
修
因
決
定
の
六
番
目
、
別
明
一
念
十
念
義
に
お
い
て
用
い
て
い
る
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こ
の
﹁
作
二
往
生
之
思
一
﹂
の
よ
う
な
行
法
が
、﹁
係
念
﹂
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
課
七八
題
と
し
た
い
。
　
最
後
に
、
珍
海
が
憬
興
の
﹃
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
﹄
を
参
照
し
た
か
否
か
と
い
う
問
題
が
残
っ
て
い
る
。﹃
決
定
往
生
集
﹄
第
二
正
果
決
定
で
、
珍
海
は
辺
地
が
三
輩
に
摂
せ
ら
れ
る
か
の
問
題
に
関
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
考
察
を
行
っ
て
い
る
。
元曉
云
、
生
二辺
地
一者
、
則
是
一
類非
二九
品摂
一。
又
一
師
云
、
辺
地
即
是
中
品
下
品
。
今
存
二後
義
一。
清
浄
覚
経
説
中
下
両
輩
有
二此
辺
地
一故
︶29
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。
　
元曉は辺地に往生する者を九品の階位に含めない説をとる
。これ
に
対
し
て
、﹃
無
量
清
浄
平
等
覚
経
﹄
す
な
わ
ち
﹃
平
等
覚
経
﹄
で
は
、
辺
地
往
生
は
中
・
下
の
両
輩
に
説
か
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
師
は
﹁
辺
地
即
是
中
品
下
品
﹂
と
言
っ
て
い
る
が
、
今
は
後
義
を
と
る
と
珍
海
は
述
べ
る
。
辺
地
往
生
を
中
・
下
輩
に
該
当
さ
せ
る
説
に
関
し
て
、
了
慧
は
﹃
無
量
寿
経
鈔
﹄
巻
七
で
、
以
下
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。
問。
辺
地
往
生
為
二
三
輩
摂
一、
将
為
二
不
摂
一。
答。
経
説
不
レ
同。
謂、
覚
経
及
大
弥
陀
経、
中
下
輩
摂。
今
経
不
レ
爾。
別
説
レ
之
故、
諸
師
亦
異。
所
謂、
曇
鸞・
元
曉・
法
位・
如
湛
等
師
存
二
不
摂
義
一。
　
本
朝
ノ
永
観
同
レ
之
。
義
寂
雖
レ
摂
二
ス
ト
中
下
輩
一
ニ
非
二
ス
下
三
品
ノ
機
一
ニ。
善
悪
異
ナ
ル
カ
故
。
　
憬興・龍興・仁岳等師存
二摂義
一也。
　
本
朝
ノ御
廟
・
珍
海
同
レ
シ之
︶30
︵
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ま
さ
に
、
こ
の
憬
興
と
珍
海
の
二
人
が
、
辺
地
往
生
を
中
・
下
輩
に
該
当
さ
せ
る
師
と
し
て
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
﹃
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
﹄
巻
下
に
お
け
る
該
当
箇
所
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
有
説、
不
レ
決
二
四
疑
一
雖
レ
生
二
彼
国
一
而
在
二
辺
地
一。
別
是
一
類
非
二
九
品
摂
一。
是
故
不
レ
応
三
妄
生
二
疑
惑
一。
此
亦
不
レ
然。
二
経
所
レ
説
中
下
之
属
所
止
二宝
城
一既
五
百。
応
下如
二此
経
疑
智
凡
夫
所
在
宝
宮
殿
一亦
是
辺地
上故、不
レ爾
︶31
︵
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　﹁
有
説
﹂
と
し
て
否
定
さ
れ
る
説
は
、
元
暁
の
﹃
両
巻
無
量
寿
経
宗
要
︶32
︵
﹄
の
こ
と
で
あ
り
、﹃
無
量
寿
経
﹄、﹃
平
等
覚
経
﹄
に
説
か
れ
る
中
・
下
両
輩
が
辺
地
に
有
る
と
示
し
て
い
る
こ
と
が
、﹃
決
定
往
生
集
﹄
で
﹁
又
一
師
云
、
辺
地
即
是
中
品
下
品
。﹂
と
述
べ
て
い
る
部
分
に
あ
て
は
ま
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
よ
り
、
珍
海
は
憬
興
の
﹃
無
量
寿
経
連
義
述
文
賛
﹄
を
見
て
い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、
新
羅
浄
土
教
者
の
う
ち
、
特
に
憬
興
の
生
因
願
観
、
す
な
わ
ち
﹃
無
量
寿
経
﹄
所
説
の
第
十
八
・
十
九
・
二
十
願
に
対
す
る
考
え
が
与
え
た
影
響
に
よ
り
、﹃
決
定
往
生
集
﹄
に
示
さ
れ
る
﹁
下
輩
人
の
暫
信
に
よ
る
順
次
往
生
﹂
と
い
う
往
生
観
と
会
通
し
て
、
珍
海
は
第
二
十
願
を
﹁
順
彼
仏
願
故
﹂
の
本
願
と
し
た
と
結
論
付
け
た
い
。
珍海の本願観についての一考察
七九
?
?
??
　　
以
上
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、﹃
決
定
往
生
集
﹄
序
論
の
偈
で
珍
海
が
﹁
係
想
必
成
　
況
口
称
レ
名
﹂
と
示
す
の
は
、
口
称
の
称
名
念
仏
よ
り
係
想
を
易
行
と
見
な
す
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
は
新
羅
浄
土
教
の
法
位
、
玄
一
、
憬興が生因願に対して三輩を配当した順序に適う理解である
。その
中
、
第
二
十
願
こ
そ
が
珍
海
が
凡
夫
と
見
な
す
下
輩
人
の
往
生
願
で
あ
り
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
序
論
の
第
四
、
第
五
偈
中
に
要
約
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
　﹁
下
輩
人
の
暫
信
に
よ
る
順
次
往
生
﹂
を
信
心
決
定
義
と
す
る
珍
海
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
上
輩
人
の
願
で
あ
る
十
八
願
の
専
修
の
称
名
念
仏
は
、
機
根
が
劣
る
下
輩
人
に
は
と
う
て
い
成
就
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
係
想
を
諸
行
併
修
、
す
な
わ
ち
雑
修
と
捉
え
、﹃
平
等
覚
経
﹄
の
﹁
暫
信
﹂
の
人
と
会
通
す
る
こ
と
に
よ
り
、
論
者
に
よ
っ
て
は
順
後
往
生
の
願
と
捉
え
る
二
十
願
を
、
下
輩人の順次生の願とする
、憬興を代表とする新羅浄土教者の考えを
依
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
善
導
の
﹃
観
経
疏
﹄
散
善
義
﹁
就
行
立
信
釈
﹂
の
引
用
に
お
い
て
﹁
順
彼
仏
願
故
﹂
の
指
し
示
す
本
願
を
、
第
二
十
願
と
し
た
珍
海
の
意
図
は
、
こ
こ
に
あ
っ
た
と
理
解
し
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
　　
《註》
︵
１︶
　
珍
海
の
生
年
は
一
説
に
は
一
〇
九
一
年
と
す
る
も
の
が
あ
る。
詳
し
く
は
坂
上
雅
翁
﹁珍海
 │画僧と学僧│﹂
︵﹃浄土仏教の思想﹄第七巻、
講談社
、
一九九三年︶
一九一～一九四頁を参照。
︵２︶
　
大正八四・一九六頁上。
︵３︶
　
大正八三・一一二頁中下。
︵４︶
　
大正八四・一〇〇頁下。
︵
５︶
　
普
賢
晃
寿﹁
珍
海
の
浄
土
教
的
立
場
﹂︵﹃
大
原
先
生
古
稀
記
念
 浄
土
教
思
想
研
究
﹄
︵永田文昌堂、一九六七年︶
︶六六一頁。
︵６︶
　
大正八四・一一〇頁中下。
︵７︶
　
大正一二・二六八頁上中。
︵８︶
　
石田充之﹃日本浄土教の研究﹄
︵百華苑
、
一九八三年︶四二～四三頁。
︵
９︶
　
普
賢
晃
寿﹁
珍
海
の
浄
土
教
的
立
場
﹂︵
前
掲
︶
六
六
一
～
六
六
五
頁、
明
山
安
雄
﹁﹁
決
定
往
生
集
﹂
の
研
究
│
特
に
第
五
修
因
決
定
章
を
中
心
に
│
﹂︵﹃
人
文
学
論
集
 
仏教大学文学部学会﹄八、一九七四年︶
三四～三五頁を参照。
︵
10︶　
伊
東
昌
彦﹃
吉
蔵
の
浄
土
教
思
想
の
研
究
　
無
得
正
観
と
浄
土
教
﹄︵
春
秋
社、
二〇一一年︶四五二～四五三頁。
︵
11︶　
浄全一五・五〇四頁上。
︵
12︶　
浄全一五・ 二九頁上。
︵
13︶　
浄全一五・ 三頁下～五一四頁上。
︵
14︶　
大正八四・一〇三頁上。
︵
15︶　
大正八四・一〇 頁上。
︵
16︶　
高
田
文
英
﹁﹃
菩
薩
処
胎
経
﹄
の
懈
慢
界
﹂︵﹃
東
洋
の
思
想
と
宗
教
﹄
二
八、
二
〇
一
一
年
︶、
同﹁
懈
慢
界
の
解
釈
 │﹃
群
疑
論
﹄
と
そ
の
後
の
展
開
│
﹂
︵﹃真宗学﹄一二三・一二四、
二〇一一年︶を参照。
︵
17︶　
大正四七・五〇頁下～五〇頁上。
︵
18︶　
大正八四・八一頁下～八二頁上。
︵
19︶　
大正八四・一一 頁下～一一
︵
20︶　
大正八四・一〇五頁中下。
︵
21︶　
大
正
八
四・
一
〇
三
頁
上
中。
な
お、
﹁
宿
善
﹂
が﹃
浄
土
宗
全
書
﹄
で
は﹁
定
業
﹂
となっている︵浄全一五・四七五頁上︶
。
︵
22︶　
浄全一四・九四頁下～九五頁下。
︵
23︶　
恵
谷隆戒﹃浄土教の新研究﹄
︵山喜房
、
一九七六年︶五七頁を参照。
八〇
︵
24︶　
恵
谷
隆
戒﹃
浄
土
教
の
新
研
究
﹄︵
前
掲
︶
三
九
八
頁
～
四
〇
〇
頁。
な
ら
び
に、
梯
信
暁﹃
宇
治
大
納
言
源
隆
国
編
 安
養
集
 本
文
と
研
究
﹄︵
西
村
冏
紹
監
修、
百
華
苑、一九九三年︶四一〇頁。
︵
25︶　
続蔵一│三二・一九八丁左下～一九九丁右上。
︵
26︶　
大正三七・一五一頁中～一五二頁中。
︵
27︶　
大正八四・一〇 頁下～ 〇二頁上。
︵
28︶　
大正八四・一〇八頁下。
︵
29︶　
大正八四・一〇五頁上。
︵
30︶　
浄全一四・二〇五頁下。
︵
31︶　
大正三七・一五八頁下。
︵
32︶　
大正三七・一三 頁中。
